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三塩化チタンートリア jレキノレア jレミニウム系ナッタ触媒に第 3 触媒成分としてエーテノレ，アミンな
どの電子供与性化合物を添加すると，高活性，高立体特異性を示す α・オレフィン重合触媒が得られ
ることが知られている。さらに種々のアノレキルアンチモン化合物も同様な触媒効果を示すことを見出
した。
これらの三成分系オレフィン重合触媒における第 3 成分の作用を明らかにするために，触媒成分の
反応に関する組織的な研究を行なった。先ず 2 触媒成分間の反応を詳細にしらべ，次いで 3 触媒成分
の反応へと研究を進めた白
本研究により，塩化チタン並び、にトリアノレキノレアノレミニウムと種々の電子供与性化合物並びにアノレ
キノレアンチモン化合物の一連の錯体形成反応が明らかにされ，種々の新規な有機金属錯体が単離され
7こ D
3 触媒成分間の反応は極めて複雑であるが， 2 触媒成分間の反応において得られた知見をもとにし
て反応機構を推論した。
さらに，本研究により得られた触媒の反応についての知見と α・オレフィンの重合反応挙動をもと
にして第 3 成分の触媒作用について新しい視野の展開を試みた。
論文の審査結果の要旨
高士君の論文は 7 篇よりなっている。三塩化チタニウムーアノレキノレアルミニウムを成分とするのナ
ッタ触媒に第三成分としてアンチモン化合物を添加すると α オレフィンが立体規則的に且つ収率的に
-54-
も有効な重合触媒となることを見出し，第三成分の意味を研究し，妥当な解釈を下した論文である。
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TiCla とアミン類及び有機アンチモン化合物との反応 (Complex 1)，および AIEta とアミン類及び有
機アンチモン化合物との反応 (Complex II) を詳細に検討した結果 Ti，及び Al と Sb 間に多数の有機
金属錯化合体が出来ることを見出し， 且つ錯体の生成状、況， 構造を NMR スペクトノレ， 電導性等に
ついて研究し多くの新知見を得ている。(論文の後半は新錯体の合成およびこのような有機金属化学的
な研究が主となっている)乙れらの研究の結果から第三成分は容易に優先的に AlEta と結びつきイオ
ン性の錯体を生じ，これのイオン性のために容易に TiCls (固体)と反応し，配位と Ti のア Jレキ jレ化
が行なわれ活性なオレフィン触媒座となるものと説明した。以上同君の研究は Ti および Al とアンチ
モニウムとの有機金属化学に大きく寄与するとともに三成分系オレフィン重合触媒についても一応合
理的な触媒生成機構を与えたものである。よってこの論文ならびに同君の参考論文は理学博士の学位
論文として十分価値あるものと認められる口
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